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3.　タイにおける日本製医療機器を用いた
　   メディカルトレーニングセンターの構築
    学校法人 順正学園　九州保健福祉大学

【現地の状況やニーズなどの背景情報】
タイでは医療機器安全を担う日本の臨床工学技士（CE）のような職種がなく、企業のメンテナンスに頼っているのが現
状である。

【活動内容】
九州保健福祉大学（KUHW）では臨床工学技士国家試験合格率 100% など全国でもトップレベルである。平成 27 年度
の医療技術等国際展開推進事業でタマサー大学国際医学部（CICM）、キンモンクート工科大学（KMUTNB）に医療機器
トレーニングセンターを確保した。

【期待される成果や波及効果等】
本事業は、タイ 2 大学に設置するトレーニングセンターに日本製医療機器を導入し、タイを拠点として ASEAN 諸国に
日本製医療機器を普及させることが目的である。

＜研修実施結果＞	
8 月　研修生（BME）受入（5 名）
11 月 研修生（タイ透析看護協会・9 名）

・タイ王国と同じ装置を用いた研修
・センターの将来ビジョン確認
・BME 主導のセンター運営

九州保健福祉大学
（宮崎県延岡市）

CICM, KMUTNB
（バンコク）

国際メディカル
トレーニングセンター

研修生
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専門家
派遣

ASEAN 全域の
医療従事者トレーニング

ASEAN 諸国臨床工学領域のイニシアチブ獲得

日本製医療機器・
技術導入

6・8・10 月　専門家派遣（3 名）
・センター視察・医療機器設置助言
・医療安全の確認
・BME へ指導
・種々の日本製医療機器をセンターへ導入
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　私どもはタイにおける日本製医療機器を用いたメディカ
ルトレーニングセンターの構築というテーマで助成してい
ただきました。本日はその事業についてご報告させていた
だきます。
　始めに、今年度活動結果の概要からご紹介します。2015
年度に採択していただきました「日本の医療技術普及を目
指したタイにおける臨床工学技士養成システムの確立」の
中で、私どもの大学はタイの国立大学であるタマサー大学
とキンモンクート工科大学の２校と協定を結びました。今
回は両大学で国際メディカルトレーニングセンターを構築
することになりました。2016 年度の事業では、タイの大学
に日本製医療機器を教育機器として導入することを目的と
しました。その結果、この 2 校に対して日本製医療機器の
導入に成功しました。

　続きまして、2016 年度の報告をさせていただきます。ま
ずは本事業の概要です。本事業の目的は、タイを含めた
ASEAN 諸国の医療従事者に対する臨床工学領域の技術的な
研修を行う場としましてメディカルトレーニングセンター
をタイに構築することです。残念ながら現状では、タイの
医療機関に日本製の医療機器を直接導入することは容易な
ことではありません。そのため私どもは医療機関ではなく、
教育機関に日本製医療機器を導入することを目的としまし
た。そこで教育機関として、私どもの協定校でもあります、
タマサー大学とキンモンクート工科大学の２校にメディカ
ルトレーニングセンターを設置し、ここに日本製医療機器
を導入することにしました。これは、バイオメディカルエ
ンジニア（BME）を目指す学生が学内実習を通じて日本製
医療機器に慣れ親しみ、卒後、病院に就職した者が日本製
医療機器を選定し、導入することも目指しております。今
後はこの 2 校に設置したメディカルトレーニングセンター
を拠点に、タイ国内のみならず、ASEAN 諸国においても医
療従事者への研修を行うことで日本製医療機器が ASEAN 諸
国でも浸透しやすい基盤となるものと言えます。

　今回の事業でタイの国立大学 2 校に設置しました日本製
医療機器の 1 つが、一度に多人数の患者に対して血液透析
を行えるシステムである、セントラル・ダイアライセイト・
デリバリーシステム（CDDS）です。これは、タイでは近
年腎不全患者が急増しているという背景があるためです。
CDDS は、腎不全患者に対する血液透析療法の効率が高い
ことから、今後タイでのニーズが高まることが予測されま
す。そこで今回は CDDS を導入機器として選定し、その有
用性の理解と認知度を高めることを目指すこととしました。
CDDS は日本独自のシステムですので、医療機器メーカー
はもちろん日本です。今回は、日機装社製の CDDS を導入
することにしました。また、CDDS とともに透析関連機器
として、常光社製の血液透析液電解質分析装置、ならびに
和光純薬工業社製の透析用水中エンドトキシン分析装置も
併せて導入しました。
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　続きまして、事業の成果についてご報告します。本事業
において CDDS を含めた日本製透析関連機器をタイのタマ
サー大学とキンモンクート工科大学の２校に導入すること
ができました。これにより日本製医療機器をタイに導入す
る基盤が形成されました。
　また、日本製透析関連機器を設置した 2 校で、ASEAN 諸
国の医療従事者に対する研修を行うことで日本製機器の認
知度が高まり、ASEAN 諸国での日本製機器の導入が図れま
す。当初は様々なメーカーの医療機器を導入する予定でし
たが、シッピングの関係上、いくつかのメーカーの製品の
輸出が困難でしたので、CDDS は日機装社製の製品に限定
しました。また、他の透析関連機器は非常にコンパクトで
したので、ハンドキャリーにて寄贈しました。これらの日
本製医療機器はタイのタマサー大学とキンモンクート工科
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大学とともに現地で実技指導を行う教員のための研修を日
本で行うため、私ども九州保健福祉大学にも設置しました。

　タイと日本で実施した事業についてそれぞれに分けてご
報告します。まず、日本側で行った事業内容と成果ですが、
タイのタマサー大学とキンモンクート工科大学の教員 5 名
を 7 月 31 日から 8 月 13 日の期間に九州保健福祉大学に招
き、導入機器の操作及びメンテナンスに関するトレーニン
グを行いました。教員 5 名のうち 2 名はバイオメディカル
エンジニアです。これにより彼らはタイのメディカルトレー
ニングセンターで教育・指導する技術と知識を習得しまし
た。

　続きまして、タイで行いました事業内容と成果をご報告
します。トレーニングセンターの構築についてタイの腎臓
看護協会（TNNS）には情報が入っておりませんでした。医
療において看護師の協力は必要不可欠です。そこで 6 月 2
日から 8 日までの期間、メディカルトレーニングセンター
の構築のためにタイに渡航した際に、TNNS のミーティン
グにも参加しました。ここで日本の透析市場及びタイのメ
ディカルトレーニングセンターの目的・意義を紹介し、協
力が得られるように TNNS の理事たちと協議を行いました。
しかし、タイには日本の臨床工学技士のような医療資格が
ないために、TNNS メンバーにとって業務内容を理解するの
は困難なようでした。そこで 11 月 12 日から 19 日の期間
に TNNS の理事 9 名を九州保健医療大学に招待し、日本の
臨床工学技士の業務を病院の見学等を通じて実際に見てい
ただき、臨床工学技士の有用性について協議しました。こ
れには日本腎不全看護協会の会長及び国際看護理事も参加
し、日本の現状について話し合いの場を設け、結果として
理解を得ることに成功しました。私どもは本事業でタイの

��の���

n  メディカルトレーニングセンター設置機材の“充実化”�

n  メディカルトレーニングセンターの“活用”�

“平成29��”�の���

　 最 後 に 今 後 の 課 題 を 示 し ま す。1 つ 目 は、 今 年 度 は
CDDN と透析関連機器の導入にとどまりましたが、今後は
さらなる教育用機材の充実が必要なことです。現在、協力
していただける企業を募っており、すでに医療機器メーカー
数社が手を挙げております。
　2 つ目の課題としまして、メディカルトレーニングセン
ターの運用・活用が挙げられます。タイ国内の医療従事者
のトレーニングにとどまらず、周辺各国の医療従事者をメ
ディカルトレーニングセンターに迎え入れ、センターの国
際化を推進しなければなりません。
　この２点が次年度の大きな目標となります。これらが実
現されますと、ASEAN 諸国へのイニシアチブ獲得に向け、
大きな進歩になると考えております。

国立大学 2 校にメディカルトレーニングセンターを構築し、
ここに日本製医療機器を導入することに成功しました。

　2016 年度はタイのメディカルトレーニングセンターの構
築と日本製医療機器の導入に成功しました。次年度に向け
た課題として、より多くの日本製医療機器を教育機材とし
て導入し、さらなる教育設備の充実を図ることを目標とし
ます。タマサー大学のメディカルトレーニングセンターの
オープニングセレモニーが 2017 年に予定されており、その
セレモニーの宣伝効果が高く、日本製医療機器の ASEAN 進
出がより加速化されると言えます。私どもの目的は ASEAN
諸国でイニシアチブを獲得することです。現在、この事
業に対して機器の寄贈などで協力いただける医療機器メー
カーを募り、声をかけております。今後もセンターに設置
する医療機器を充実化させることで、タイと日本がお互い
に WIN-WIN となることを目指しています。
　以上です。ご清聴ありがとうございました。




